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(1)　第1867号　2022年２月25日

県本部第121回臨時大会
日時　３月11日（金）13：30～17：00
場所　ひたちなか市　那珂湊総合福祉センター
内容　経過報告／当面の闘争方針／
　　　スポーツ大会の取り組み／
　　　役員信任投票ほか
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春
闘
の
取
り
組

み
、
当
面
の
闘
争
方
針
な
ど

の
重
要
方
針
を
決
定
す
る
県

本
部
第
１
回
中
央
委
員
会

「
参
加
す
る
春
闘
」
方
針
を
提
案

県
本
部
中
央
委
員
会
は
書
面
審
議
へ

は
、
書
面
に
よ
り
審
議
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
初
、
２
月
　
日
に
各
単

18

組
か
ら
中
央
委
員
を
招
集

し
、
対
面
に
よ
る
討
論
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
１
月

　
日
か
ら
「
ま
ん
延
防
止
等

27重
点
措
置
」
が
県
内
全
域
に

適
用
、
さ
ら
に
３
月
６
日
ま

で
延
長
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
前
年
同
様
、
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
の
判
断
で

す
。
県
本
部
規
約
・
議
事
規

則
に
書
面
審
議
に
関
す
る
規

定
が
な
い
こ
と
か
ら
可
能
な

限
り
民
主
的
な
対
応
と
す
る
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た
た
か
い
の
ス
タ
ー
ト
は
春
闘

新
規
採
用
者
　
％
加
入
め
ざ
す

100

　
地
域
に
向
け
た
取
り
組
み

と
し
て「
公
共
サ
ー
ビ
ス
に

も
っ
と
投
資
を
！
」キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
。
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
や
単
組
と
と
も
に
、

良
質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
重

要
性
や
人
員
確
保
の
ア
ピ
ー

ル
行
動
を
県
内
３
カ
所
で
行

い
ま
す
。

　
た
た
か
い
の
出
発
点
は

「
春
闘
」。
こ
の
春
闘
を
組
合

員
の「
参
加
す
る
春
闘
」と

し
、
単
組
で
は
こ
の
春
闘
期

に「
生
活
・
労
働
実
態
調
査
」

の
結
果
な
ど
を
も
と
に
、
組

合
員
の
身
近
な
職
場
課
題
を

把
握
、
反
映
し
た
要
求
書
作

成
を
め
ざ
し
ま
す
。

も
の
で
す
。

　
今
後
は
、
各
単
組
で
中
央

委
員
会
の
議
案
に
つ
い
て
審

議
を
行
い
、
審
議
結
果
と
と

も
に
質
問
・
意
見
等
を
県
本

部
へ
報
告
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
県
本
部
は
各
単
組
へ

３
月
１
日
以
降
、
議
案
の
賛

否
結
果
と
意
見
等
の
回
答
を

公
表
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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当
面
の
闘
争
方
針
で
は
、

組
織
強
化
・
拡
大
に
む
け
た

取
り
組
み
を
提
案
し
ま
す
。

組
合
員
が
春
闘
へ
参
加
す
る

こ
と
で
、
組
合
の
存
在
意
義

を
認
識
し
て
も
ら
う
と
同
時

に
、
単
組
活
動
の
活
性
化
に

つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、
新
規

採
用
者
加
入
と
未
加
入
者
対

策
を
行
い
、
組
織
基
盤
を
強

化
し
ま
す
。

　
労
働
組
合
と
し
て
政
治
の

場
に
政
策
を
反
映
さ
せ
る
た

め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
７

月
の
参
院
選
で
は
組
織
内
候

補
予
定
者「
鬼
木
ま
こ
と
」の

必
勝
に
向
け
て
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
４
月
以
降
の

専
従
役
員
数
と
役
職
の
承

認
、
規
程
の
一
部
改
正
、
役

員
選
挙
の
た
め
の
県
本
部
選

挙
委
員
の
選
出
に
つ
い
て
審

議
し
ま
す
。

　　法律相談、随時ＯＫ
　自治労茨城県本部では、無料法律相談を随時行っています。
労働・生活に関わる悩み事などお気軽にご相談ください。自治
労茨城県本部顧問弁護士が相談に応じます。

相談先　自治労茨城県本部顧問弁護士　丹下　昌子
　　　　水戸市南町３丁目４番５７号
　　　　水戸セントラルビル３階
　　　　丹下・小沼法律事務所
　　　　電話　029－224－5150　Fax　029－226－2191

　尚、法律相談は、依頼者（相談者）が丹下・小沼法律事務所
に直接電話し、相談日程等を決めて下さい。法律相談は、個別
事案ごとに、初回の法律相談を無料とし、２回目以降は所定の
報酬および経費を依頼者（相談者）が支払うことになります。

無料

第１回中央委員会

第１号議案　2021現業・公企統一闘争総括（案）
第２号議案　2022自治労茨城春闘方針（案）
第３号議案　当面の闘争方針（案）
第４号議案　専従役員の数および役職の承認（案）
第５号議案　規程の一部改正
第６号議案　選挙委員の選出

組
合
員
の
声
を
集
め
要
求
し
よ
う

　「生活・労働実態調査」

余裕はないが
苦しくもない
54.4%

余裕はないが
苦しくもない
54.4%

余裕はないが
苦しくもない
54.4%

少し苦しい
25.5%
少し苦しい
25.5%
少し苦しい
25.5%

少し余裕がある
12.0%
少し余裕がある
12.0%
少し余裕がある
12.0%

かなり余裕がある 1.0%かなり余裕がある 1.0%かなり余裕がある 1.0%

無回答
0.4%
無回答
0.4%
無回答
0.4%

かなり苦しい
6.7%
かなり苦しい
6.7%
かなり苦しい
6.7%

６,３７９人が回答６,３７９人が回答６,３７９人が回答

Ｑ 現在、あなたの暮らし向きについては、どう感じていますかＱ 現在、あなたの暮らし向きについては、どう感じていますかＱ 現在、あなたの暮らし向きについては、どう感じていますか

　
春
闘
を
取
り
組
む
に
あ
た

り
県
本
部
が
毎
年
実
施
し
て

い
る
「
生
活
・
労
働
実
態
調

査
」
は
、
　
単
組
６
３
７
９

31

人
（
　
％
）
か
ら
回
答
が
あ

52

り
ま
し
た
。

　
春
闘
は
取
り
組
み
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。
各
単
組
は
、

調
査
結
果
を
参
考
に
し
な
が

ら
組
合
員
の
職
場
実
態
や
生

活
状
況
の
把
握
を
行
い
、
要

求
づ
く
り
に
む
け
て
討
論
を

行
い
ま
す
。

　
組
合
員
か
ら
の
声
を
賃
金
 

・
労
働
条
件
の
改
善
と
と
も

に
春
闘
要
求
書
へ
反
映
さ

せ
、
交
渉
に
む
け
て
の
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
調
査
の
全
体
分
析
結
果

は
、
後
号
に
掲
載
し
ま
す
。

自治労春闘キャラクター
”べアップ”

速
　報
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自治労は2022年７月に行われる第26回参議院選挙全国比例区に
「鬼木まこと」さんを組織内候補として擁立することを決定しています。
自治労のめざす公共サービスの充実と私たちの生活改善のためには
私たち自身が声を上げることが必要です。

1963年
1982年

1989年

2014年
2015年
2019年
2021年

福岡県筑紫野市生まれ
福岡県立筑紫高等学校卒業後
福岡県庁入職
県税事務所（徴収等）、保健所（環
境・公衆衛生）、総務事務セン
ター（福利厚生）などを担当
福岡県職員労働組合青年部長
以降、執行委員（労安部長）、
書記長、委員長を歴任
自治労中央本部　組織対策局長
　同　総合公共民間局長
　同　書記長
立憲民主党参議院比例第15総
支部長

鬼木まこと のプロフィール
お に き

労働組合の政治活動 Q＆A

　労働組合の基本的な役割は、組合員１人ひとりの生活を守り、
改善することです。そのため、賃金・労働条件改善のための労使交
渉などを行っています。公務員の賃金・労働条件は、最終的には、
国会や自治体議会において決定される仕組みになっています。ま
た現場の労使交渉だけでは解決することのできない、医療や福祉、
年金、教育、税制などの改善を、法律や条例改正を通じて実現する
ためにも、政党や政治家に働きかけることが必要です。

　  自治労はなぜ政治活動に取り組むのですか？
私たち自治労の組合員の仕事や賃金・労働条件は、法令で決められるため、
議会対策が必要だからです

Q

　一方、地方自治体の業務や予算などは、身近な地方議会で議決
される条例だけでは決められず、国会で議決される法律に大きく
左右されます。地域住民のためにより良い公共サービスを提供す
るためにも、労働組合の立場から政治の場に政策を反映させる取
り組みが必要です。そのため、自治労の政策を理解する国会議員
や自治体議員を支援して議会に送り出す必要があります。

　　　　　　　　　の6つの政策


